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市立幼稚園の適正配置に関する
基本方針及び閉園計画（修正素案）

について

1

１ 日野市立学校適正規模・
適正配置等の基本方針

（修正素案）
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日野市立学校適正規模・適正配置
等検討委員会とは

 条例により設置される附属機関
 市立小中学校及び市立幼稚園におけるより良い教育環境
を整備し、充実した学校教育の実現に資するため、日野
市教育委員会の附属機関として、日野市立学校適正規模、
適正配置等検討委員会を置く。

 小中学校の適正規模、適正配置、通学区域及び市立幼稚
園の適正配置に関すること。

 学識経験者、小中学校の教職員、校⾧、教員、幼稚園の
代表（私立、市立）、市民、保護者、公募市民により構
成
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検討委員会への諮問の背景

幼児人口、幼稚園在籍児数の減少①
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検討委員会への諮問の背景

幼児人口、幼稚園在籍児数の減少②

定員 在籍者数 欠員数 定員 在籍者数 欠員数 定員 在籍者数 待機児数

平成30年度 9,280 390 253 137 2,485 1,805 680 4,149 4,045 139
令和元年度 9,107 390 196 194 2,435 1,769 666 4,451 4,349 46
令和2年度 9,090 330 148 182 2,435 1,728 707 4,573 4,450 38
令和3年度 8,835 260 98 162 2,474 1,629 845 4,516 4,497 35
令和4年度 8,464 260 79 181 2,474 1,500 974 4,518 4,436 16
令和5年度 8,112 260 58 202 2,474 1,392 1,082 4,518 4,415 33

※幼児人口と保育園等の人数は各年4/1現在、幼稚園は各年5/1現在の人数
※幼児人口は0～5歳児の人数
※保育園等は保育園、認証保育所、認定こども園、地域型保育所の人数

年度 幼児人口
市立幼稚園 私立幼稚園 保育園等
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検討委員会への諮問の背景

6

第四幼稚園の状況
4歳児 5歳児 合計

令和元年度 23人 21人 44人

令和２年度 17人 26人 43人

令和３年度 10人 19人 29人

令和４年度 12人 14人 26人

令和５年度 5人 12人 17人

令和６年度 6人 7人 13人

・各年5月1日現在（令和6年度のみ4月1日現在）
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これまでの経過

 ①令和3年７月
教育委員会から適正規模・適正配置等検討委員会に諮問

 ②令和3年11月
適正規模・適正配置等検討委員会から答申

 ③令和4年８月
市立幼稚園の適正配置に関する基本方針及び閉園計画（素案）策定

 ④令和4年９月～
③に関する保護者説明会、市民説明会、パブリックコメントの実施

 ⑤令和4年10月
④にて多数の意見をいただき、閉園時期を一年延⾧とする素案の修正案の骨子を策定

 ⑥令和５年２月～12月
日野市幼児教育・保育の在り方検討委員会

 ⑦令和6年3月23日
市立幼稚園の適正配置に関する基本方針及び閉園計画（修正素案）策定
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日野市立学校適正規模、適正配置等
検討委員会 答申の内容（1/4）

 （１）子育てニーズの多様化や幼児人口の減少においては、その傾
向が今後も継続するものと考えられ、公立幼稚園の入園希望者の人
数の今後を想定すると３園を維持継続していくことは適正数とは考
えにくい。

 （２）私立幼稚園との比較検討において園児一人あたりにかかる公
費負担につき、格差・偏重が生じている。
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日野市立学校適正規模、適正配置等
検討委員会 答申の内容（2/4）

 （３）一部に老朽化が著しく進む園舎があり、今後、幼児教育にふ
さわしい適切な環境整備が必要である。

 （４）特に１学級あたり園児数が少ない公立幼稚園においては、幼
児期の発達段階において集団性と協同性の芽生えを育む観点から、
一定数の望ましい学級人数が求められる。

公立幼稚園の重要性を踏まえたとしても公立幼稚
園の縮減はやむを得ないものと考える。
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日野市立学校適正規模、適正配置等
検討委員会 答申の内容（3/4）

 園舎の老朽化が著しく、第四幼稚園を適正配置の対象とした上で、
他の公立幼稚園と統合することが望ましいと判断する。

なぜ、第四幼稚園なのか。

幼稚園の建て替える場合
・幼稚園設置基準により、園児数に関わらず、現状の第四幼稚
園と同規模の園舎、園庭が必要
・園児数が少ない状況では、建物の規模オーバースペック
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日野市立学校適正規模、適正配置等
検討委員会 答申の内容（4/4）

 今後の幼児教育や公立幼稚園のあり方については、より議論を深め
るためには、別途会議体などを構成の上、日野市らしい幼児教育や
公立幼稚園のあり方の検討を推進されたい。

日野市らしい幼児教育のあり方。

令和5年2月
日野市幼児教育・保育の在り方検討委員会
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日野市幼児教育・保育の在り方検討委員会（1/2）

 設置の目的

幼保小連携の更なる推進と多様性に応じた学びの充実

 所掌事項

(1)幼児教育・保育と小学校教育の円滑な接続に関すること。
(2)特別な配慮を要する子ども、外国人等への支援に関すること。
(3)そのほか、公立幼稚園の在り方など日野市らしい幼児教育・
保育の実現に向けた方策に関すること。

 委員構成
・学識経験者
・幼稚園の代表者（公立・私立）
・保育園の代表者（公立・私立）
・市立小学校の代表者
・公募市民（市内幼稚園・保育園の保護者）
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日野市幼児教育・保育の在り方検討委員会（2/2）

 開催状況
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２ 市立幼稚園閉園計画
（修正素案）
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実施内容

 実施内容
第四幼稚園を閉園する。ただし、行き場のない子どもが生じないた

めの方策を併せて実施する。
 閉園実施日
令和８年（２０２６年）３月３１日

 令和７年度（２０２５年度）入園児募集（令和６年１１月実施）
・５歳児の園児募集あり。
・４歳児の園児募集あり（※）。
※５歳児クラスに進級する際に転園が必要となるため、転園に伴う

支援策を実施する。また、特に特別な配慮を必要とする幼児に対して
は、転園の際の負荷を考慮した支援策を講じる。
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児童・保護者への具体的な支援策（1/2）

 ①市内東側に保育所型認定こども園を設置
（保育所型認定こども園が設置されるまでの間は、東京都が実施

する「多様な他者との関わりの機会の創出事業」を活用して教育枠
を確保）
令和7年度～ 多様な他者との関わりの機会の創出事業の実施

⇒今後、計画案を正式決定する時点で明示していく。

 ②市内東側に特別な配慮を必要とする幼児の相談機能を創設
⇒まんがんじ児童館でエールが出張心理相談をできる体制を整備。
令和8年度～ まんがんじ児童館でのエールが出張心理相談
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現3歳児の転園による影響を考慮し、一部支援策を
令和8年度～ ⇒ 令和7年度～ に前倒し
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児童・保護者への具体的な支援策（2/2）
 ③私立幼稚園における特別な配慮を必要とする幼児受け入れ
拡充のための支援
⇒令和6年度～ 私立幼稚園への補助を拡充

 ④就園相談機能（コンシェルジュ機能）の強化
⇒私立も含めた幼稚園入園に関する相談や、園との橋渡し対応。
令和6年度～ 幼稚園⾧経験者の幼児教育・保育アドバイザーを新

たに学務課に一名配置して対応。

 ⑤令和７年度に４歳児である幼児が通う園を確保するための
移動支援等
⇒自家用車での送迎許可＋ガソリン代支給（距離制限の設定）
自家用車がご利用できない方用に、タクシー送迎等を検討
令和7年度～令和8年度 二幼・七幼への移動支援の実施
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閉園スケジュール（園児募集）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

前半 後半 前半 後半 前半 後半

令和6年度
3歳児(ぷちっこ)

入園申込
入園

令和6年度
入園4歳児 入園 卒園

令和6年度
入園5歳児 卒園

閉

園

支援策を実施（２か年）
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素案と修正素案比較
項目 素案（前回） 修正素案（今回）

策定プロセス
①適正規模・適正配置要検討委員会
②教育委員会

③素案の修正案の骨子
④日野幼児教育・保育の在り方検討委員会
⑤教育委員会

閉園時期
令和6年度末
（令和7年3月31日）

令和7年度末
（令和8年3月31日）

園児募集
令和6年度入園児募集（R5.11実施）
・5歳児の園児募集あり
・4歳児の園児募集停止

令和7年度入園児募集（R6.11実施）
・5歳児の園児募集あり
・4歳児の園児募集あり（転園が必要なため
支援策とセット）

支援策
６（５）に示した
①～⑤の5点

その他

日野市らしい幼児教育の具現化を目指し、
学識経験者などを招いた委員会を設置し、
検討を進めていく
⇒令和5年2月 日野市幼児教育・保育の
在り方検討委員会設置

閉園に伴い実施する支援策と合わせ、在り
方検討委員会の報告書に記されている項目
については、幼児教育・保育連携推進プロ
ジェクトチーム（令和5年4月設置）が中心
となり、日野市らしい幼児教育の具現化を
目指し取組を進めていく
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今後のスケジュール

 ４月15日（月）～5月16日（木）
パブリックコメント実施

 その後
⇒教育委員会にて基本方針、閉園計画策定

⇒市議会において日野市立学校設置条例一部改正
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皆様からのご意見を
お待ちしております。


